
千葉労働局労働基準部
健康安全課
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～陸運業の労働災害が増加しています～
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労働災害が増加しています
特に、荷物の積み降ろしを安全に

荷役作業時の労働災害の３分の２
が荷主先で発生しています

トラック運転手の労働災害を減らすため
には陸運事業者のみならず、荷主等も連
携して安全対策を講じることが必要です。



１．陸運業における労働災害の現状

（１）陸運業における死亡災害の推移（全国）
（２）陸運業における死傷災害の推移

（主要産業との比較）（全国計）
（３）陸運業における死傷災害の推移

（主要産業との比較）（千葉県）
（４）陸運業の災害発生率（年千人率：全国）
（５）陸運業における事故の型別労働災害発生状況
（６）陸運業における災害の特徴
（７）荷役作業での災害の特徴



（１）陸運業における死亡災害の推移（全国）
全産業の1割強、うち交通事故4割、墜落・転落2割

99

137

102 101

87

57 57
47

40
32

6

19
14

19 18

0

20

40

60

80

100

120

140

160

平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和２年

死亡全体 交通事故 墜落・転落

死亡災害は「墜落・転落」が増加傾向



（２）陸運業における死傷災害の推移（主要産業との比較）
（全国計）

全産業に占める陸運業の労働
災害の割合は およそ８分の１

H22年 R２年

陸運業
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全産業に占
める割合
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令和３年の陸運業の死傷災害は
５月末速報値（全国計）で前年同
月比14.4％増となっています



陸運業における死傷災害の推移の特徴
（全国）

①製造業や建設業が減少傾向を示す

中、陸運業の労働災害は増加傾向にあ
る。

②陸運業の死傷者数は建設業と同水
準。しかし、建設業に従事する人は陸
運業の1.9倍程度、つまり約２倍いるに
も拘らず、死傷者数が同じということ
は、陸運業でけがする確率というのは
建設業の約２倍ということ。
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（３）陸運業における死傷災害の推移（主要産業との比較）
（千葉県）

全産業に占める陸運業の労働
災害の割合は およそ５分の１

H22年 R２年

陸運業
870 1,108

全産業に占
める割合

17.3% 18.8%
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令和３年の陸運業の死傷災
害は10月末速報値で前年同
月比12.0％増となっています



陸運業における死傷災害の推移の特徴
（千葉県）

①陸運業の労働災害は製造業や建設業
よりも多い。
②全産業に占める陸運業の死傷者の割
合は全国と比較して５割以上多い。一
方、陸運業で働く人の割合は全国と比較
して２割程度しか多くない。
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③陸運業でけがをする確率は全国に比べ
て千葉県は高い。

④さらに、令和３年も陸運業の災害が前
年同月比で大幅に増加。



（４）陸運業の災害発生率（年千人率：全国）
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年千人率＝（１年間の死傷者数）÷（１年間の平均労働者数）×1,000 9

千葉県では陸運業の災
害件数の割合が高いこ
とから、さらに高い災害
発生率となります



（５）陸運業における事故の型別労働災害発生状況
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事故の型別発生状況については全国、千葉県
とも同様の傾向になっています



（５）陸運業における事故の型別労働災害発生状況
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主に、荷による
はさまれ

荷台からの飛び
降りを含みます



（６）陸運業における災害の特徴

①他の業種と比べて災害発
生率が突出して高い
⇒しかも、さらに高くなる傾向
⇒そして、千葉県は特に高い

②死傷災害全体の７割が荷
役作業中に発生
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（７）荷役作業での災害の特徴

①死亡災害は５大災害で80％
を占める

②死傷災害はトラック荷台等

への昇降時に発生するものが
４割を占める
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Ⅴ トラック後退時の事故

Ⅰ 墜落・転落

Ⅱ 荷崩れ

Ⅲ フォークリフト使用時の事故

Ⅳ 無人暴走

平成25年に発生した陸上貨物運送業の荷役作業時の死亡災害の割合
資料出所：労働安全衛生総合研究所調べ

荷役作業時の死亡災害は５大災害で80％を
占めている
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２．陸運業における労働災害防止対策等
（１）重大災害対策



Ⅰ 墜落・転落

被災者はコンビニエンスストアに荷
物を配送していました。配送先の手前
にある駐車場で荷台コンテナ内にあ
る荷物の整理を行った後、荷台に
あった段ボールを持ちながら、荷台か
らトラックのリアバンパーに足をかけ、
後ろ向きで降りようとしたところ、足を
滑らせてしまい、約52cmの高さから
転落し、頭部を強打しました。なお、
同被災者は保護帽を着用していませ
んでした。

事例１ 足を滑らせてリアバンパーから転落

事例２ テールゲートリフターから転落

被災者はテールゲートリフターに乗
り、工業用油200ℓが入ったドラム缶１
缶を荷台から荷おろしする作業をして
いました。被災者は何らかの理由で
テールゲートリフターからトラック後方
に転落しました（ 転落高110 cm）。な
お、同被災者は保護帽を着用してい
ませんでした。
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「墜落・転落」による重大災害を防ぐためのポイント

わずか50 cm の高さから転落した
場合でも、打ちどころによっては死亡

災害に至ってしまうことがあります。
高さ2 m に満たない地点での作業で
あっても、荷役作業時には必ず保護
帽を着用するようにしましょう。

また、常日頃から社員に対して保護
帽の意義や効果に関する社内教育を

実施し、保護帽の着用を徹底させる
ようにしましょう。

対策 作業高によらず、必ず保護帽を着用して荷役作業を行いましょう

 作業手順書を作成しましょう
 複数の作業者で荷役作業を行う場合、作業指揮者を
配置しましょう

 荷台上で作業者が移動する場合、作業指揮者は地面
レベルから全般を見渡し、確認および指示ができる状
況にしておきましょう

 トラック運転席やアルミバンの屋根上など高所で作業
を行う場合は、安全帯を着用するか、足場を組み作業
床を設けましょう

 耐滑性のある安全靴等を使用しましょう

「墜落時保護用」のヘルメット
の内側には衝撃吸収材が
備わっています。

その他、事業者・作業者は次のような対策を講じましょう
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被災者は、トラック（ウイング車）の
積荷である角材180本の束の積み付
け状況を点検していました。角材は
ラッシングベルトで固定されていたも
のの、点検のためベルトを緩めたとこ
ろ、角材の束が崩壊し、被災者は角
材の下敷きになりました。なお、同被
災者は保護帽を着用していませんで
した。

事例１ 固定ベルトを外した途端に多くの角材が落下

事例２ ドラム缶とともに転落。ドラム缶が被災者に直撃

被災者は、積載されているドラム缶
を、トレーラーコンテナの奥からフォー
クリフトのあるトラック荷台側面に移
動させる作業をしていましたが、コン
テナから地面へドラム缶とともに転落
し、ドラム缶が被災者に直撃しまし
た。なお、コンテナ内部の底面には雪
が残っており、非常に滑りやすい状態
でした。

Ⅱ 荷崩れ
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「荷崩れ」による重大災害を防ぐためのポイント

荷崩れが起きやすいような形で積付けが行われると、積みおろしの際に非常に危険です。積みおろ
し担当者が安全な積みおろしができることを前提に、積付け時の積みおろし配慮を行いましょう。

また、荷崩れを防ぐために、適切な固定・固縛を行うなど、適正な方法で荷を固定させることが非常
に重要です。

対策 積付け時には、積荷の状態を確認すること（積みおろし配慮）

その他、事業者・作業者は次のような対策を講じましょう

 作業手順書を作成しましょう
 積荷の状態に応じて作業指揮者を定めましょう
 荷の固定・固縛方法に係る研修を実施しましょう

 荷崩れに繋がりやすい荒い運転（急制動、急
発進、急旋回など）をしないようにしましょう 18



オペレーターがフォークリフトの
フォークを上昇させた際に、そばに
あったコールドロールボックスパレット
がフォークに引っかかり、前方に倒れ
ました。パレットの近くで作業を行って
いた被災者は倒れてきたパレットを避
けることができず、倒れたパレットの
下敷きとなりました。

事例１ フォークリフトアップ（上昇）時の安全不確認により被災者がコールドロール

事例２ 歩行者立入禁止エリアにいた被災者がフォークリフトと接触

コンテナへの荷積み場所となってい
るフォークリフト走行エリア内でフォー
クリフトを運転していました。フォーク
リフトを後退させたところ、近くを歩い
ていた被災者に接触しました。なお、
被災者は社内ルールで定められてい
るフォークリフト走行エリアに入ったこ
とで接触しました。

Ⅲ フォークリフト使用時の事故

ボックスパレットの下敷きに
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「フォークリフト」による重大災害を防ぐためのポイント

禁止されている行動を取ってしま
うことで、災害に繋がるケースが多
くなっています。自分や周りの作業
者を守るため、各事業場で定めら
れたルールを守り、適切な行動を
徹底しましょう。

対策 フォークリフトのオペレーターやその周囲の作業者は、定められたルールを守り、
適切な行動を徹底しましょう

オペレーターの注意事項

その他、事業者・作業者は次のような対策を講じましょう
 作業手順書を作成しましょう
 複数の作業者で荷役作業を行う場合は、作業指揮
者を配置しましょう

 フォークリフトに係る安全研修を実施しましょう

 周囲の安全を確かめながら運転操
作を行いましょう。特に、フォークに
荷がある時には急な上昇・下降、旋
回などは行わないようにしましょう

 フォークリフトの用途外使用をしない
ようにしましょう

 フォークリフトの操作に慣れていない
場合は、一定期間は指導者の指導
の下で作業を行うようにしましょう

周囲の作業者の注意事項

 自分の周囲に注意を払いながら作
業を行うようにしましょう

 接触事故を防ぐために、歩行者立入
禁止エリア（フォークリフト走行エリ
ア）に立ち入らないようにしましょう
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被災者（ ドライバー）は、傾斜のある

道路（７～９度）に駐車させていた無
人のトラックが後ろに動き出したた
め、止めようとして運転席に乗り込も
うとしましたが、振り落とされた結果、
トラックと石垣との間に挟まれました。
なお、トラックを駐車させた際、エンジ
ンは停止されていましたが、トラックの
パーキングブレーキは緩く、ギアロッ
クがされていなかったために、適切に
ブレーキが利いていない状態でした。

事例１ 坂道で動き出した無人トラックを止めようとして轢かれる

事例２ 積雪路面で無人トラックが動き出し住宅ガレージの支柱に挟まれる

積雪し、傾斜のある道路（ 約10 度）
に停車させていた無人のトラックが前
方に動き出したため、トラックの前に
いた被災者（ ドライバー）がトラックに

押しやられ、住宅ガレージの支柱との
間に挟まれました。なお、駐車時には
パーキングブレーキが適切に使用さ
れていたほか、エンジンが停止され、
ギアロックもされており、タイヤには
チェーンも装着されていました。

Ⅳ 無人暴走
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「無人暴走」による重大災害を防ぐためのポイント

逸走した事例の多くは、適切な逸
走防止措置が取られていなかった
ことで発生しています。ドライバー
が降車する場合は平坦な場所にト
ラックを駐車させるようにするととも
に、逸走防止措置の4 点セットを確
実に行ってから車を離れるようにし
ましょう。なお、寒冷地での待機中
にエンジンをかけたままで車から
離れた際に被災した事例もありま
したので、十分に注意が必要で
す。止されている行動を取ってしま
うことで、災害に繋がるケースが多
くなっています。自分や周りの作業
者を守るため、各事業場で定めら
れたルールを守り、適切な行動を
徹底しましょう。

対策 降車時には必ず逸走防止措置（「パーキングブレーキ→エンジン停止→
ギアロック→輪止め」の4 点セット）を実施しましょう

その他、事業者・作業者は次のような対策を講じましょう

 トラックの停車、ドライバーの降車、トラック内での待機について、作業手順を定めましょう
 停車時にトラックが動き出しても、止めるために車に近付くことは厳禁とし、周囲への警告を発しましょう
 降雪・凍結した坂道（わずかな傾斜も含む）では原則として、停車させないようにしましょう業手順書を作
成しましょう

22



被災者（ 運転手助手）は、路地

で引越トラックの後退誘導を行っ
ていたところ、トラックと電柱の間
に挟まれました。当該トラックには
バックモニターが装備されていま
したが、被災者が目視できなかっ
たにもかかわらず、運転手は事故
発生当時バックモニターを使用し
ていませんでした。

事例１ トラックの後退誘導時にトラックと電柱に挟まれる

事例２ トラックの荷役作業指示中に後退してきた別のトラックに接触

被災者はトラックＡの運転手に対
して荷役作業の指示を行っていま
した。そこに別のトラックＢが給油
のために、本来は禁止されている
後退で移動してきました。トラック
Ｂの運転手は被災者に気付かず
に後退を続けたために、被災者は
トラックＢと接触しました。なお、事
故が発生したのは夕方で、薄暗い
状態でした。

Ⅴ トラック後退時の事故
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「トラック後退時」の重大災害を防ぐためのポイント

トラック後退時の事故の多くが、
後方の確認が不十分だったために
発生しています。様々な安全対策
を行い、後方の確認を十分行った
上で後退させるようにしましょう。

対策 降後退誘導のルールを定めるとともに、トラックを後退させるのは
後方の状況確認ができる場合のみに限定しましょう

その他、事業者・作業者は次の
ような対策を講じましょう

 トラック後退時には、周辺への第三者
の立ち入り制限を定め、遵守させましょ
う

 後退誘導担当者を配置しましょう。ま
た、運転手は誘導担当者が目視できる
状態で後退を行い、声や笛などの音声
のみで後退の可否を判断しないように
しましょう

 トラック同士が接触するおそれのある
場合は、複数台のトラック誘導を行わ
ないようにしましょう

 原則として、後退警告音の音量は下げ
ないようにしましょう。やむを得ず下げ
る場合は、バックモニター等その他の
安全対策を併用しましょう

必ず目視
で確認！
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荷台からの転落等による災害発生状況

25
平成27年に発生した陸上貨物運送業の休業４日以上の死傷災害（トラック荷台からの転落等による災害データのみ
を抜粋）を分析したもの 資料出所：労働安全衛生総合研究所調べ

（２）一般的な死傷災害対策



荷台からの転落等による災害発生事例

作業員Ａ（フォークリフト運転者）とトラック運転者Ｂの２
名はフォークリフト（最大荷重２トン）でＨ型鋼２本（長さ８ｍ、
重量１トン）のトラック積み込み作業を行っていた。トラック
運転者Ｂは荷台上で位置決めの合図をしていた。
フォークリフト運転者ＡはＨ型鋼の重心位置にフォークを
差しＨ型鋼を荷台奥まで押した。その時、合図をしていたト
ラック運転者Ｂに気が付かなかったため、トラック運転者Ｂ
はＨ型鋼に押され荷台上から後ろ向きにコンクリート床に
墜落した。
※狭い荷台上での作業を避けるため、作業床となるプラッ
トホームを設けるなど、合図者の立ち位置の安全を確保
することが必要です。

災害事例２（荷台からの墜落）

災害事例１（あおりからの墜落）

４トントラックに積んだ荷物の荷締めの緩みを取るた
めにトラックの荷台に上がろうとして、あおり（幅４cm）
に昇ったところ、足を滑らせ高さ1.5ｍから墜落した。
※危険なあおりの上での作業を避けるため、ステップ
を用いるか、作業床を設けるか、地上からの作業と
するなど、設備面・作業面からの改善が必要です。



荷台からの転落等による災害を防ぐための対策例

トラックの荷台は元々高くてワンステップでは上がれません。もちろん飛び降りもしてはいけませ
ん。ステップを用意することで無理な昇降になりません。

対策 リアとサイドにステップを付けて昇降性を向上させましょう
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荷台からの転落等による災害を防ぐための対策例

グリップを持つことで、ステップから足を滑らせたり、踏み外した場合でも、転落事故を防ぐことがで
きます。荷物を持ちながらの昇降はしてはいけません。

対策 ステップとグリップの合わせ技で３点指示で昇降できるようにしましょう
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荷台からの転落等による災害を防ぐための対策例

格納式のステップなどを設置することで安全性を飛躍的に向上させることができます。

先進的な取組例を紹介！その１

29



荷台からの転落等による災害を防ぐための対策例

先進的な取組例を紹介！その２

安
全
な
荷
台
の
昇
降
に
よ
り

災
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う☺
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31
荷主等の皆様においても「陸上貨物運送事業における荷役作業
の安全対策ガイドライン」にある事項に取り組みましょう

（３）荷主等による労働災害防止対策



ガイドラインに基づく荷主等の実施事項

Ⅰ 安全衛生管理体制の整備

Ⅱ 荷役作業における労働災害防止の基本対策

Ⅲ 墜落・転落対策

Ⅳ フォークリフトによる労働災害の防止対策

Ⅴ クレーン等による労働災害の防止対策

Ⅵ コンベアーによる労働災害防止対策

Ⅶ ロールボックスパレット等による労働災害防止対策

Ⅷ 転倒、腰痛等の労働災害防止対策

Ⅸ 安全衛生教育の実施

Ⅹ 陸運事業者との連絡・調整

32
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ポイントⅠ 安全衛生管理体制の整備

○荷役作業の担当者を指名してください

荷主等の事業場の安全管理者等の中から、荷役作業の担
当者を指名してください。この担当者には、陸運事業場と荷
役作業についての連絡調整や、陸運事業者と連携した荷役
作業の労働災害防止対策に関する事項を行わせてください。

○陸運事業者と安全衛生協議組織を設置してください
反復・定期的に荷の運搬を発注する陸運事業者と合同の
安全衛生協議組織を設置してください。安全衛生協議組織で
は、荷台等からの墜落・転落災害の防止対策の協議や、合
同での荷役作業の巡視等を行ってください。
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ポイントⅡ
荷役作業における労働災害防止の
基本対策

○荷役作業を陸運事業者に行わせる場合は事前に通
知してください
○余裕を持った着時刻を設定してください

荷役時間、荷待ち時間、貨物自動車運転者の休息期間、
道路状況等を考慮しない荷の着時刻指定は、安全な作業手
順の省略につながるおそれがあることから、着時刻の指定に
ついては余裕を持った設定（弾力的な設定）をしてください。

○荷役場所を安全に作業が行えるようにしてください
荷役作業を行う場所について、荷の積卸しや荷役運搬機
械・荷役用具等を使用するために必要な広さの確保、床の凹
凸や照度の改善、混雑の緩和、荷や資機材の整理整頓、で
きるだけ雨風が当たらない荷役作業場所の確保、安全な通
路の確保等に努めるとともに、安全に荷役作業ができる状況
を保持してください。
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ポイントⅢ 墜落・転落対策
○墜落・転落防止のための施設等を用意してください

荷主等が管理する施設について、できるだけプラットホー
ム、荷台への昇降設備等の墜落・転落災害防止のための施
設、設備を用意してください。また、荷主等が管理する設備に
おいて、できるだけ施設側に安全帯取付設備（親綱、フック
等）を設置してください。

移動式プラットホーム設置例



昇降設備の設置例

ポイントⅢ 墜落・転落対策

荷台からの飛び降り防止として、移動式の昇降設備を屋内の積降場に常設している。



構内の荷の積卸場所に墜落防止のための作業床を設置した例

ポイントⅢ 墜落・転落対策



タンクローリー上部からの墜落防止のための安全帯取付設備の例

ポイントⅢ 墜落・転落対策
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ポイントⅣ フォークリフトによる労働災害の防止対策

○陸運事業者の労働者にフォークリフトを貸与する場
合、最大荷重にあった資格を持つことを確認してくださ
い
○所有するフォークリフトの定期自主検査を実施してく
ださい
○フォークリフト使用のルールの決定や安全対策を行
ってください落・転落防止のための施設等を用意してく
ださい

荷主等の管理する施設において、構内におけるフォークリ
フト使用のルール（制限速度、安全通路等）を定め、労働者
の見やすい場所に掲示してください。また、荷主等の管理す
る施設において、フォークリフトの走行場所と歩行通路の区
分、構内制限速度の掲示、通路の死角部分へのミラー設置
等を行い、運転者に通知してください。
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ポイントⅤ クレーン等による労働災害の防止対策

○陸運事業者の労働者にクレーン等を貸与する場合、
つり上げ荷重にあった資格を持つことを確認してくださ
い
○所有するクレーン等の定期自主検査を実施してくださ
い
○陸運事業者の労働者が移動式クレーンを運転する場
合、設置場所について必要な情報を周知し、転倒防
止のための敷鉄板を準備してください

ポイントⅥ コンベアーによる労働災害の防止対策

○コンベヤーをまたぐ必要がある場所には、踏切橋等
を設けてください
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ポイントⅦ
ロールボックスパレット等による労働災
害の防止対策

○移動経路の整理整頓をお願いします

荷主等が管理する施設において、ロールボックスパレット等
の進行方向の視界を確保するとともに、ロールボックスパレッ
ト等と他の者との間に手足等を挟まれることのないよう、移動
経路を整理整頓してください。

○床や地面の凹凸や傾斜をできるだけなくしてください
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ポイントⅧ 転倒、腰痛等の労働災害防止対策

○荷役作業場所を整理整頓し、床の凹凸などつまずき
の原因をできるだけなくしてください
○段差解消、手すりの設置、床面の防滑対策を講じる
等に取り組んでください
○人力荷役をする場合、できるだけ機械・道具を使って
作業するよう施設、設備の改善を行ってください
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ポイントⅨ 安全衛生教育の実施

○改善基準告示の概要を発注担当者に周知してくださ
い
運送業務の発注を担当する労働者等に対し、改善基準告
示の概要について周知し、貨物自動車運転者が改善基準告
示を遵守できるような着時刻や荷待ち時間等を設定してくだ
さい。

○荷役機械等に関係する安全衛生教育を行ってくださ
い
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ポイントⅨ 陸運事業者との連絡・調整

○陸運事業者と荷主等は、荷役作業等の付帯業務に
ついて書面契約の締結を推進してください
○配送先における荷卸しの役割分担について明確にし
ておいてください
配送先は発荷主にとっての顧客であるため、陸運事業者と
配送先は運送契約を締結する関係にない場合が多くなって
います。このため、運送契約に基づく荷卸し時の役割分担や
実施事項を発荷主が配送先と事前に調整し、陸運事業者に
通知してください。

○陸運事業者の労働者が荷役作業を行う場合、陸運
事業者の荷役災害防止の担当者に対し、安全作業連
絡書（次ページ参照）の内容を通知してください
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ポイントⅨ 陸運事業者との連絡・調整

荷役作業中の災害をなくし
ましょう！

自社構内での荷役作業の
災害をなくしましょう！

陸運業の災害を減少させる
には荷主の皆様方の協力が
必要不可欠です！

さいごに

ご安全に！


